
　　　
「
あ
な
た
の
学
び
た
い
こ
と
が
こ
こ
に
あ

る
│
│
そ
ん
な
大
学
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
神
戸
大
学
の
藤
澤
正

人
学
長
だ
。
２
０
２
１
年
の
学
長
就
任
以

来
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
「
知
と
人
を
創

る
異
分
野
共
創
研
究
教
育

グ
ロ
ー
バ
ル
拠
点
」
を
目

指
し
て
、
大
学
改
革
を
進

め
て
き
た
。

　

２
０
２
５
年
４
月
に
医
学
部
に
新
設
さ

れ
た
医
療
創
成
工
学
科
も
異
分
野
共
創
研

究
の
場
だ
。
医
学
と
工
学
と
い
う
２
つ
の

領
域
を
か
け
合
わ
せ
、
医
療
機
器
の
国
内

開
発
を
支
え
る
高
度
な
専
門
人
材
を
育
成

す
る
。
複
数
の
学
部
を
備
え

た
総
合
大
学
の
強
み
を
生
か

し
た
学
科
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
工
学
部
に
あ
っ
た

情
報
知
能
工
学
科
を
発
展
的

に
改
組
し
た
シ
ス
テ
ム
情
報

学
部
も
２
０
２
５
年
４
月
に

誕
生
し
た
。
Ａ
Ｉ
や
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
活
用
が
必
須
と

な
る
時
代
の
進
化
を
受
け
、

シ
ス
テ
ム
情
報
学
領
域
の
知
識
や
技
術
を

応
用
し
て
社
会
課
題
の
解
決
に
も
貢
献
で

き
る
人
材
育
成
を
目
的
と
す
る
。
成
績
に

よ
っ
て
は
３
年
で
学
部
卒
業
、
最
短
６
年

で
博
士
の
学
位
が
取
得
可
能
と
な
っ
た
。

学
部
新
設
の
背
景
を
語
る
藤
澤
学
長
は
表

情
を
引
き
締
め
る
。

「
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
優
秀
な
人
材

を
社
会
に
送
り
出
す
の
が
大
学
の
使
命
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」

　　　　

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
変
革
」
を
進
め
る
。
神
戸
大
学
な
ら

で
は
の
価
値
を
生
み
出
す
新
た

な
視
点
や
技
術
を
創
出
し
、
国

際
競
争
力
を
育
て
る
研
究
教
育

環
境
の
構
築
を
推
進
す
る
。

　

変
革
の
カ
ギ
を
握
る
研
究
拠

点
が
、
２
０
２
３
年
に
設
立
さ

れ
た
デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
・
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
（
Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
）
だ
。
バ
イ
オ

も
の
づ
く
り
共
創
研
究
拠
点
の

ほ
か
、
医
工
学
研
究
拠
点
、
先

端
膜
工
学
研
究
拠
点
、
健
康
長

寿
研
究
拠
点
、
社
会
シ
ス
テ
ム

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
拠
点
で

構
成
さ
れ
る
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
で
は
産
官
学
連
携

も
盛
ん
だ
。
神
戸
医
療
産
業
都

市
に
お
け
る
産
官
学
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

戦
略
の
中
核
と
し
て
、
神
戸
大
学
と
神
戸

市
、
民
間
企
業
と
連
携
し
た
研
究
が
数
多

く
展
開
さ
れ
て
い
る
。
産
官
学
連
携
本
部

に
加
え
、
株
式
会
社
神
戸
大
学
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｕ
Ｉ
）
や
株
式
会
社
神
戸
大

学
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｋ
Ｕ
Ｃ
）
と
い
っ
た
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド
も
産
官

学
連
携
を
後
押
し
す
る
。
設
立
さ
れ
た
大

学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
１
１
０
を
超
え

た
。

　

藤
澤
学
長
は
、
研
究
が
社
会
実
装
に
つ

な
が
る
こ
と
を
強
く
重
視
し
て
い
る
。

「
神
戸
大
学
の
理
念
は
『
学
理
と
実
際
の

調
和
』
で
す
。
大
学
で
の
学
び
を
世
に
役

立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
は
、

最
終
的
に
は
社
会
に
と
っ
て
有
益
な

知
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

キ
ャ
ン
パ
ス
や
研
究
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
も
進
め
る
。
藤
澤
学
長
は
「
多

文
化
共
生
社
会
で
す
か
ら
、
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
ャ

ン
パ
ス
環
境
に
す
る
と
と
も
に
、
学

生
の
海
外
派
遣
も
支
援
し
て
研
究
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
重
視
し
た
い
で

す
」
と
続
け
る
。
研
究
が
発
展
し
な

い
と
大
学
も
発
展
し
な
い
と
い
う
考
え
の

も
と
、
Ｄ
Ｂ
Ｌ
Ｒ
を
中
心
に
、
全
学
が
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン

パ
ス
と
な
る
よ
う
、
文
系
・
理
系
の
枠
を

越
え
た
新
た
な
価
値
を
創
出
で
き
る
構
造

を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

「
Ｇ
Ｅ
Ｍ
ｓ（
ジ
ェ
ム
ズ
／
神
戸
大
学
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
管
理
シ
ス
テ
ム
）」
に
よ

り
学
生
の
海
外
留
学
を
支
援
す
る
ほ
か
、

若
手
や
女
性
研
究
者
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
充
実
し
て
い
る
。
藤
澤
学
長
が
話
す
。

「
大
学
に
と
っ
て
研
究
開
発
と
同
じ
く
ら

い
重
要
な
の
が
人
材
育
成
と
社
会
貢
献
で

す
。
次
の
時
代
の
研
究
力
を
支
え
る
研
究

者
の
支
援
は
、
大
学
と
し
て
最
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
」

　　　　

２
０
２
６
年
４
月
に
は
、
医
学
研
究
科

と
保
健
学
研
究
科
を
統
合
し
た
「
医
学
系

研
究
科
」
を
設
置
す
る
予
定
だ
。（
届
出
済
）

　

博
士
前
期
課
程
で
は
「
公
衆
衛
生
学
」

を
新
た
に
加
え
、
４
つ
の
研
究
分
野
を
横

断
的
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
近
年
重
視
さ
れ

る
「
総
合
知
」
を
身
に
付
け
、
専
門
知
と

総
合
知
を
駆
使
し
て
社
会
の
課
題
を
解
決

す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

「
医
学
も
保
健
も
本
来
は
医
療
領
域
で
働

く
人
間
な
の
で
、
連
携
す
れ
ば
今
ま
で
よ

り
も
幅
広
い
知
識
を
持
っ
た
人
材
を
育
成

で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

藤
澤
学
長
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
や
研
究

に
ふ
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。

「
大
学
で
専
門
性
を
高
め
な
が
ら
、『
多

く
の
引
き
出
し
』
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

社
会
実
装
と
い
う
実
学
的
な
視
点
を
忘
れ

ず
、
興
味
の
あ
る
分
野
が
あ
れ
ば
そ
の
門

を
積
極
的
に
叩
く
。
総
合
大
学
で
あ
る
神

戸
大
学
で
は
そ
れ
が
可
能
で
す
。
神
戸
大

学
の
環
境
を
活
用
し
て
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
追
求
し
て
ほ
し
い
で
す
」

神戸の街並みを一望できる百年記念館は学術研究の交流の場だ

総
合
大
学
の
強
み
を
活
か
し
た

異
分
野
共
創
研
究

専
門
性
を
伸
ば
し「
多
く
の

引
き
出
し
」も
持
っ
て
ほ
し
い

社
会
実
装
力
の
あ
る
研
究
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
教
育
環
境

PR

　

神
戸
大
学
の
魅
力
は
幅
広
い
分
野

で
学
び
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
法
学
・
経
済
学
か
ら
医
学
・

自
然
科
学
ま
で
多
様
な
学
部
を
擁
し
、

さ
ら
に
「
海
洋
政
策
科
学
部
」
な
ど

特
色
あ
る
学
び
を
展
開
。
国
際
都

市
・
神
戸
と
い
う
環
境
を
背
景
に
、

留
学
生
と
の
交
流
や
海
外
派
遣
の
機

会
も
豊
富
で
、
学
際
的
な
研
究
や
異

分
野
交
流
を
通
じ
て
新
た
な
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ま
の
時

代
は
「
専
門
力
」
と
同
時
に
「
柔
軟

に
社
会
に
対
応
で
き
る
力
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
神
戸
大
学
は
、
防

災
・
感
染
症
研
究
か
ら
企
業
と
の
連

携
ま
で
、
社
会
課
題
に
直
結
す
る
教

育
・
研
究
実
績
を
持
ち
、
そ
の
両
方

を
磨
け
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
受
験

生
に
と
っ
て
神
戸
大
学
は
「
学
び
の

広
が
り
」
と
「
未
来
の
可
能
性
」
を

手
に
で
き
る
選
択
肢
と
言
え
る
で
し

ょ
う
。

学びの広がりと社会への力を育む大学

「
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
」編
集
長

「AERA D
IG
ITAL

」副
編
集
長

国
府
田 

直
子
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
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・
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お
こ

問い合わせ先：   神戸大学　〒657-8501　神戸市灘区六甲台町1-1　TEL.078-881-1212（代）　https://www.kobe-u.ac.jp/

ふじさわ・まさと／1984年、神戸大学医学
部卒業。89年、同大学大学院医学研究科博
士課程を修了。同大学大学院医学研究科長、
医学部長を経て、2021年から現職。

藤澤 正人  学長

Pick-Up 2025年、医学部に
医療創成工学科を新設

　医学部に新設された医療創成工学
科は、大学院にすでに設置されている
医療創成工学専攻との一貫教育体
制により医工学の知識を備えた人材
輩出を目的とする。神戸大学と株式会
社メディカロイドによる手術支援ロボッ
ト開発に携わった医学博士でもある藤
澤学長が説明する。
「日本には技術がありながら、医療機
器分野での国際的なシェアは高くない。
それは開発を担う人材が足りないから
だろうと手術支援ロボット開発のなか
で強く感じ、国内の医療機器開発領
域に人材を送り込む学科が必要だと
考えました」
　藤澤学長によると、医療創成工学
科は「医工学を学問として修めるので
はなく、医療機器開発という最終目標
に向けて学ぶ場」だという。学生たち
は「ものづくりの成果がビジネスになる
のか」という実践的な視点で学修に励
む。

　2023年度、文部科学省による「地
域中核・特色ある研究大学強化促進
事業（J-PEAKS）」において、神戸大
学の提案「バイオものづくりの卓越し
た基礎研究と社会実装の両輪で世界
をリードするイノベーションを継続的に
創出する地域中核のグローバル・イノ
ベーション・キャンパス」が採択された。
　藤澤学長は「J-PEAKSの採択を
受け、さらにグローバル・イノベーショ
ン・キャンパスへの変革を加速させた
い」と話す。異分野共創研究領域
「Engineering Biology」を構築し、地
域のバイオ産業活性化にも貢献する
世界トップクラスのバイオものづくり研
究拠点として、社会変革を促す人材
の創出をめざす。
　藤澤学長は力強く言い切る。
「産官学連携の研究の場で、研究者
が生み出した知を社会に活かすため
の取り組みを着実に進めていきたいで
す」

Pick-Up バイオものづくり研究
J-PEAKSに採択

大学院海事科学研究科附属練習船「海神丸」

大学院農学研究科附属「食資源教育研究センター」

社会科学系図書館では、学生たちが思い思い
に自習する

バイオものづくり研究の様子

六甲台本館には経済学研究科、経営学
研究科がある

六甲台第1キャンパス、六甲台第2キャン
パスは、文教地区として知られる六甲台に
位置している

KOBE UNIVERSITY 選ばれる大学

神
戸
大
学

社
会
実
装
を
見
据
え
た
研
究
で

大
学
の
価
値
と
国
際
競
争
力
を
高
め
る

神
戸
大
学
は「
人
文
・
人
間
科
学
系
」「
社
会
科
学
系
」

「
自
然
科
学
系
」「
生
命
・
医
学
系
」の
４
大
学
術
系
列
に
わ
た
る

11
学
部
15
研
究
科
１
研
究
所
か
ら
な
る
総
合
大
学
だ
。

「
学
理
と
実
際
の
調
和
」を
建
学
の
理
念
と
し
、

デ
ジ
タ
ル
バ
イ
オ
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
を
研
究
拠
点
に
、

実
践
的
な
学
び
を
重
視
し
た
研
究
と
教
育
を
行
っ
て
い
る
。


